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頂
い
て
い
る
と
い
う
思
い
は
つ
な
い
だ

手
と
手
に
熱
く
伝
わ
り
力
と
な
り
使
命

を
果
た
し
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。「
輝
け
る
夕
暮
を
共
に
」
は
野
の

花
会
の
思
想
で
す
。
老
い
に
直
面
し
な

が
ら
も
「
美
し
い
夕
映
え
」「
輝
け
る

夕
暮
」
は
全
て
の
お
年
寄
り
の
憧
れ
で

す
。
私
た
ち
は
そ
の
願
い
を
受
け
止
め

真
心
と
手
を
つ
く
し
て
豊
か
な
老
い
の

実
現
に
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
（
特
養
）
を
創
設

し
て
30
年
。
私
達
は
創
設
時
よ
り
抑
制

拘
束
な
し
の
介
護
を
当
た
り
前
と
し
て

き
ま
し
た
。
特
養
、
老
健
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど

で
は
抑
制
拘
束
な
し
で
ケ
ア
で
き
ま

す
。
人
間
の
尊
厳
を
思
う
時
そ
れ
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
。

平
成
２
年
よ
り
尊
厳
あ
る
終
末
期
と

看
取
り
、
そ
の
後
も
法
人
内
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
医
師
の
力
を
借
り
て
「
胃
ろ
う
離

脱
」
や
「
経
口
移
行
」
に
取
り
組
み
、

平
成
23
年
に
は
時
間
は
掛
か
り
ま
し
た

が
「
日
中
オ
ム
ツ
ゼ
ロ
」
を
達
成
、
ス

タ
ッ
フ
の
労
力
軽
減
の
た
め
に
理
事
長

が
決
断
し
て
先
端
を
い
く
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
や
福
祉
用
具
を
積
極
的
に
導
入
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
を
使
い
こ
な
し

な
が
ら
も
人
間
と
し
て
の
「
真
心
と
や

さ
し
い
手
」
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
日
々

励
ん
で
い
ま
す
。
当
法
人
老
健
で
は
離

職
率
低
下
へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

浴
風
会
は
こ
れ
か
ら
も
先
進
的
な
福

祉
の
理
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
京
極
髙

宣
先
生
の
も
と
、
さ
ら
な
る
ご
発
展
を

元
杉
並
区
民
と
し
て
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

輝
け
る
夕
暮
を
共
に

社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会
　
理
事
長
　

　
　
　
吉
井
淳
二
美
術
館
　
館
長

私
は
昭
和
46
年
よ
り
30
数
年
南
荻
窪

で
暮
ら
し
ま
し
た
。
家
か
ら
20
分
位
歩

く
と
緑
深
い
ま
る
で
別
世
界
と
思
え
る

よ
う
な
広
大
な
エ
リ
ア
が
地
域
の
人
か

ら
聞
い
て
い
た
浴
風
会
で
し
た
。
昭
和

63
年
に
郷
里
鹿
児
島
で
社
会
福
祉
法
人

を
設
立
、「
福
祉
に
文
化
を
」
を
理
念

と
し
て
50
床
の
特
養
か
ら
は
じ
ま
り
、

現
在
９
施
設
35
事
業
を
薩
摩
半
島
の
西

南
端
、
南
さ
つ
ま
市
と
桜
島
を
眼
前
に

の
ぞ
む
鹿
児
島
市
与
次
郎
で
運
営
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
福
祉
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
か
ら
浴
風
会
認
知
症
介
護

研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
認
知
症
や
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

下
の
写
真
は
平
成
29
年
全
国
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
秀
賞
を
頂
い
た
作
品
で
す
。
地
元

誌
に
も
カ
ラ
ー
で
大
き
く
報
道
さ
れ
多

く
の
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
入
居
の
お
客
様
と
介
護
福
祉
士
が
手

を
つ
な
い
だ
シ
ル
エ
ッ
ト
は
二
人
が
深

い
信
頼
の
う
ち
に
あ
り
喜
び
・
生
命
の

尊
さ
、
尊
厳
あ
る
日
々
を
ご
理
解
頂
い

た
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
の
仕
事
は
厳
し
い
も
の

　

で
す
が
、
多
く
の
感
謝
も
頂
く
価
値
あ

　

る
仕
事
で
す
。
志
し
て
15
年
信
頼
し
て

吉
井
　
敦
子

夕
映
え
に
た
た
ず
む

（
ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
よ
り
車
で
10
分
の

小
高
い
丘
で
撮
影
し
ま
し
た
。
私
達
の

南
さ
つ
ま
市
は
薩
摩
半
島
の
西
南
端
、

東
シ
ナ
海
に
面
す
る
小
さ
な
町
で
す
。）

　
　
　
　
　

 

浴
風
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
11
月
30
日
）
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11
月
30
日
、
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
に
て
、

“
「
死
ぬ
」
こ
と
か
ら
考
え
る
・
尊
厳
の
あ
る

医
療
・
ケ
ア
“
と
題
し
て
浴
風
会
主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
人
は
そ
の
終
末
期
に
、

ど
の
よ
う
な
尊
厳
の
あ
る
医
療
や
ケ
ア
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
生
き
方
と
死
に
方
に

つ
い
て
、
参
加
者
と
共
に
学
び
、
考
え
て
い
く

と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
全
国
生
活
協
同
組
合

連
合
会
か
ら
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
企
画
し
た

も
の
で
す
。

　

第
Ⅰ
部
の
基
調
講
演
で
は
、
特
養
芦
花
ホ
ー

ム
の
石
飛
幸
三
先
生
か
ら
「
尊
厳
の
あ
る
終
末

期
の
迎
え
方
」
と
題
し
て
、
平
穏
死
こ
そ
人
の

終
末
で
あ
り
、
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
社
会
の

問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、「
笑
顔
の
終
末
期
」
と
し
て

4
人
の
著
名
人
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
ま
ず
当
会

の
山
口
晴
保
セ
ン
タ
ー
長
が
「
笑
顔
で
長
生
き
、

認
知
症
で
ご
臨
終
」、
2
番
目
の
医
療
法
人
ア

ム
ス
理
事
長
の
太
田
秀
樹
先
生
は
、「
家
で
天

寿
を
ま
っ
と
う
す
る
方
法
」、
3
番
目
の
医
療

法
人
大
誠
会
内
田
病
院
理
事
長
の
田
中
志
子
先

生
は
、「
拘
束
ゼ
ロ
の
医
療
で
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
」、
最
後
は
、
当
会
の
雨

宮
志
門
診
療
部
長
が
「
浴
風
会
で
笑
顔
の
終
末

期
を
目
指
す
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
の
ソ
ノ
ー
ル
東
京
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
６
５
０
名
と
盛

況
で
、
様
々
な
講
演
を
皆
様
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
、
一
つ
の
講
演
が
終
わ
る
た
び
に
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

浴風会ケアスクール　校長　服部　安子 

 「死ぬことから考える尊厳のある医療・ケア」
　　　　　　　　　　　　　　 シ ン ポ ジ ウ ム

こ
の
度
、
平
成
三
十
年
秋
の
叙
勲
に
際
し
、
瑞
宝
小
綬
章
を
授
与
さ
れ
る
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

叙
勲
は
十
一
月
三
日
に
発
令
さ
れ
、
十
一
月
七
日
に
そ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨
は
上
が
り
、

ま
さ
に
澄
み
き
っ
た
秋
空
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
十
時
半
に
厚
生
労
働
省
集
合
、
二
階
講
堂
に
中
綬
章
及
び
小
綬
章

の
受
章
者
・
配
偶
者
五
十
名
が
指
定
の
席
に
着
き
、
十
一
時
す
ぎ
、
大
口
善
徳
厚
生
労
働
副
大
臣
か
ら
、
受
章
者

一
人
一
人
を
回
ら
れ
勲
記
・
勲
章
が
手
渡
さ
れ
、
終
わ
り
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
章
者
一
同
は
、
別
室
に
移
り
昼
食
を
と
っ
た
後
、
他
の
会
議
室
で
授
与
さ
れ
た
受
章
者
等
と
と
も
に
二
十
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
、
午
後
二
時
過
ぎ
皇
居
坂
下
門
に
到
着
。
宮
殿
東
庭
で
暫
し
待
機
し
た
後
、
拝
謁
の
場
で
あ
る

長
和
殿
「
春
秋
の
間
」
に
進
み
ま
し
た
。

三
時
半
、
天
皇
陛
下
が
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
、
ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
受
章
者
及
び
配
偶
者

の
間
を
会
釈
さ
れ
な
が
ら
回
ら
れ
ま
し
た
。
拝
謁
が
終
わ
り
、
班
に
分
か
れ
て
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
長
い
緊
張

の
一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
厚
生
労
働
省
に
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
入
省
し
ま
し
た
。
国
電
有
楽
町
駅
を
降
り
て
、
日
比

谷
公
園
を
横
切
り
、
厚
生
省
（
旧
海
軍
省
庁
舎
）
ま
で
歩
い
た
あ
の
日
を
今
も

忘
れ
ま
せ
ん
。
配
属
さ
れ
た
の
は
生
活
保
護
法
を
所
管
す
る
社
会
局
保
護
課

で
、
爾
来
三
十
八
年
、
生
活
保
護
、
身
体
障
害
者
福
祉
、
老
人
福
祉
行
政
事
務

の
ほ
か
、
国
会
政
府
委
員
室
に
も
出
、
ま
た
、
鹿
児
島
県
で
国
民
年
金
行
政
、

そ
し
て
最
後
は
国
立
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
現
場
で
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
身
体
障
害
者
福
祉
モ
デ
ル
都
市
、
身
体
障
害
者
療

護
施
設
、
通
所
授
産
施
設
、
老
人
保
健
施
設
制
度
の
創
設
（
モ
デ
ル
七
施
設
の

指
定
、
施
設
整
備
の
初
年
度
実
施
計
画
等
）
及
び
鹿
児
島
県
国
民
年
基
金
の
立

ち
上
げ
等
に
担
当
者
と
し
て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

退
官
後
は
、
縁
あ
っ
て
歴
史
と
伝
統
あ
る
浴
風
会
に
十
五
年
も
お
世
話
に
な

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
も
大
き
な
財
産
で
す
。

本
当
に
、
多
く
の
先
輩
、
同
僚
、
関
係
者
の
導
き
も
あ
っ
て
の
光
栄
で
あ
り
、

感
謝
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
厚
情
に
報
い
る
よ
う
、
微

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
一
言—

「
知
っ
た
ふ
り
し
て
迷
う
よ
り
、
ま
ず
は
一
か
ら
学
ぶ
こ
と
。

今
日
と
い
う
日
は
残
り
の
人
生
の
中
で
一
番
若
い
の
だ
か
ら
」。先
日
東
北
復
興
の
旅
に

出
た
と
き
、﹁
那
須
温
泉
神
社
の
お
み
く
じ
」
に
書
か
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。

     

　
　
露
口
長
常
任
顧
問
の
叙
勲
を
祝
う
　           

　
　
　
　
　     

理
事
長
　
京
極
　
高
宣

　

私
ど
も
浴
風
会
の
常
任
顧
問
の
露
口
長
さ
ん
が
こ
の
度
、秋
の
叙
勲
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
の
事
務
方
で
は
、

故
浅
野
善
孝
さ
ん
（
当
時
浴
風
園
長
・
常
務
理
事
）
に
継
い
で
14
年
振
り
の
栄
誉
で
す
。
旧
厚
生
省
の
事
務
官
と

し
て
の
実
績
及
び
浴
風
会
で
の
活
躍
等
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
本
会
と
し
て
約
40
名
の
幹
部
職
員
・
Ｏ
Ｂ

等
に
よ
る
お
祝
い
会
が
去
る
11
月
26
日
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
叙 

勲 

を 

受 

け 

て　
　
　
　
　
　
　

  

常
任
顧
問
　
露
口
　
長
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●
は
じ
め
に

　

東
京
さ
く
ら
監
査
法
人
代
表
の
公
認
会
計
士
の
末

川
修
と
申
し
ま
す
。
平
成
29
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
社
会
福
祉
法
人
の
会
計
監
査
を
、
浴
風
会
を
含

め
11
法
人
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
日
ま
で
１
年
半
余

り
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
、
指
導
監
査
等
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、

「
措
置
か
ら
経
営
」「
責
任
と
権
限
」「
罰
則
規
定
」
等
、

経
営
の
自
主
性
が
重
要
に
な
り
、「
経
営
」「
管
理
」

の
優
劣
に
よ
り
、
生
き
残
れ
る
勝
ち
組
や
、
逆
に
、

身
売
り
、
合
併
等
の
負
け
組
に
選
別
さ
れ
て
い
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
度
、
社
会
福
祉
法
46
条
以
下

で
、
解
散
及
び
清
算
並
び
に
合
併
に
つ
い
て
条
文
化

し
て
整
備
し
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
な
サ
イ
ン
で
す
。

こ
の
こ
と
は
皆
様
、
会
計
監
査
人
設
置
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、「
経
営
」「
管
理
」
機
能
を
強
化
し
、
競
争

で
勝
ち
組
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
計
監

査
と
は
そ
の
1
つ
の
ツ
ー
ル
手
段
と
お
考
え
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
会
計
監
査
と
は

　

会
計
監
査
に
つ
い
て
、
皆
様
よ
く
誤
解
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
指
導
監
査
に
お
け
る
会
計
伝
票
の

チ
ェ
ッ
ク
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
担
当
官
が
会
計
伝
票
を
１
枚
１
枚
見
て
、
金

額
・
会
計
科
目
・
相
手
先
・
内
容
等
が
別
の
書
類
と

合
っ
て
い
る
か
否
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
終
始
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
業
務
を
す
る
の
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。「
内
部

統
制
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
か
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。
内
部
統
制
と
い
う
の
は
、
簡
潔
に
申
し
上
げ
る

と
経
営
管
理
の
仕
組
み
で
す
。
き
ち
ん
と
経
営
管
理

の
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
仕
組
み
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
た
決
算
書
の
信

頼
性
は
と
て
も
高
い
で
す
。
逆
に
経
営
管
理
の
仕
組

み
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
だ
と
決
算
書
の
信
頼
性
は
？
？

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
計
監
査
に
お
い
て
は
、

内
部
統
制
を
み
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

●
会
計
監
査
を
通
じ
て
の
小
職
の
雑
感

　

皆
様
の
役
立
つ
情
報
を
、
社
会
福
祉
法
人
監
査
を

通
じ
た
雑
感
と
い
う
か
た
ち
で
ま
と
め
ま
し
た
。
以

下
３
点
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

1
．
新
会
計
基
準
へ
の
対
応
が
十
分
で
な
い
こ
と
が

あ
る
こ
と　

　

初
め
て
会
計
監
査
を
担
当
し
て
、
新
会
計
基
準
に

対
応
し
た
項
目
「
徴
収
不
能
引
当
金
」「
賞
与
引
当
金
」

「
退
職
給
付
引
当
金
」
の
3
つ
の
引
当
金
や
、「
減
損

会
計
」
の
検
討
に
や
や
甘
い
対
応
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
社
会
福
祉
法
人
の
内
部
統
制
の
あ
り
方
に
特
徴

が
あ
る
こ
と

　

各
拠
点
を
回
っ
て
、
内
部
統
制
の
運
用
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
が
、
同
一
法
人
で
あ
っ
て
も
拠

点
毎
に
内
部
統
制
の
運
用
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
本
部
機
能
の
強
化
と
、
法
人
内
で

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
共
通
化
、
内
部
監
査
制
度
の
強

化
は
大
き
な
課
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。

３
．
会
計
監
査
に
対
す
る
理
解
が
法
人
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

　

会
計
監
査
の
最
終
的
な
成
果
物
は
監
査
報
告
書
１

枚
で
す
。
監
査
報
告
書
に
サ
イ
ン
す
る
の
み
で
す
か

ら
、
個
人
の
会
計
士
で
も
で
き
ま
す
。
監
査
報
酬
も
、

20
万
円
で
引
き
受
け
る
会
計
士
も
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

会
計
監
査
を
受
嘱
し
た
者
は
、
そ
の
証
拠
た
る
監

査
調
書
を
整
理
保
存
す
る
こ
と
が
ル
ー
ル
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
会
計
監
査
は
、
複
数
拠
点
の
往
査
と

事
務
所
で
の
業
務
と
、
常
識
的
に
年
間
延
べ
40
～
60

日
程
度
の
日
数
が
最
低
で
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
仮

に
や
る
べ
き
会
計
監
査
業
務
を
実
施
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
選
任
し
た
法
人
側
、
会

計
監
査
人
側
と
も
に
責
任
問
題
が
起
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
会
計
監
査
人
は
仕
事
を
通
じ
て
監
査
先
か

ら
信
頼
を
勝
ち
得
、
会
計
監
査
の
意
義
に
つ
い
て
さ

ら
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
誠
心
誠
意
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
の
会
計
監
査
を
受
嘱
し
た
雑
感

東
京
さ
く
ら
監
査
法
人  

代
表　

末
川　

修
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【
本
部
事
務
局
】

（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

★
各
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
︒　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　
　

 （
徳
増
・
工
藤
）

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
７
４
３

霊友会福祉センター様より
寄贈いただいた車椅子

10
日　
「
第
4
回
福
祉
法
人
経
営
学
会
」
理

事
長
等
幹
部
10
名
参
加
。

13
日　
「
霊
友
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
様
よ
り

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
車

椅
子
2
台
を
寄
贈
（
右
写
真
）。　

16
日　

東
京
都
共
同
募
金
会
様
よ
り
当
会
の

長
年
に
亘
る
募
金
活
動
に
対
す
る
感
謝
状
を

授
か
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
看
護
科
学
生
14
名
見

学
。

21
日　

全
体
研
修
「
権
利
擁
護
」
に
つ
い
て
。

講
師
：
池
田
恵
理
子
氏
（
社
団
）
あ
い
権
利

擁
護
支
援
ネ
ッ
ト
代
理
理
事
。

27
～
29
日　

監
査
法
人
に
よ
る
拠
点
監
査

（
病
院
、
老
健
く
ぬ
ぎ
）

30
日　

浴
風
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
別
記

参
照
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
井
）

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、﹃
元
気
高
齢
者
地
域

活
躍
推
進
事
業
﹄
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
就

業
体
験
を
４
名
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ご
利
用

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
の
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

構
内
の
木
々
が
紅
葉
し
、
落
葉
し
始
め
ま

し
た
。
お
天
気
の
良
い
日
に
は
ご
利
用
者
と

散
歩
し
て
、
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
季
節
に
合
わ
せ
た
活
動
を
取
り

入
れ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
し
つ
つ
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
徳
増
）

【
老
人
福
祉
事
業
】

5
日
～
毎
週
月
曜
日　
「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
」
12
期
生
・
19
名
・
講
師
：
瀧
浪
美
也

子
氏
、（
職
員
）
山
本
、
阿
部
、
廣
中
、
合
谷
、

毛
利
、
宇
田
川
、
山
内
。

6
日　

豊
島
区
受
託
講
座
「
第
2
回
認
知
症

ス
ク
ー
ル
」
参
加
者
34
名
。
講
師
：（
職
員
）

服
部
。

10
日　
「
特
別
区
職
員
互
助
組
合
介
護
講
座
」

働
き
な
が
ら
で
き
る
家
庭
介
護
～
食
事
・
着

脱
・
排
泄
編
～
す
ぐ
に
役
立
つ
介
護
の
コ
ツ

～
参
加
者
15
名
。
講
師
：
柳
澤
幸
江
氏
、
関

口
久
美
子
氏
。

12
日　
「cafe

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド
」

開
店
。来
店
者
48
名
。次
回
は
12
月
10
日︵
月
︶

皆
さ
ま
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
︒

30
日　

全
国
生
活
協
同
組
合
連
合
会
助
成
事

業
「﹃
死
ぬ
﹄
こ
と
か
ら
考
え
る
尊
厳
の
あ

る
医
療
・
ケ
ア
～
著
名
な
実
践
者
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク
～
」
会
場
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
、

参
加
者
６
５
０
名
。 　
　
　
　
　

    

（
鈴
木
）

松
風
園　
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

6
日　
「
ク
ラ
ブ
発
表
会
」
実
施
。
大
ホ
ー

ル
に
て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
コ

ー
ラ
ス
、
民
謡
、
和
太
鼓
の
各
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
や
墨
絵
な
ど

の
ク
ラ
ブ
作
品
の
ほ
か
、
個
人
の
力
作
を
廊

下
に
も
展
示
し
て
い
た
だ
き
、
来
訪
さ
れ
た

方
も
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

28
日　
「
全
軽
協　

第
８
回
全
国
職
員
研
究

実
践
発
表
大
会
」。
日
常
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
施
設
内
機
能
訓
練
に
つ
い
て
、
導

入
か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
ほ
か
、
お
元

気
な
活
動
の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
宮
中
）

南
陽
園　

 
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

【
介
護
保
険
事
業
】

第
二
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

4
日　
「
3
階
フ
ロ
ア
家
族
会
」
を
開
催
。

ま
た
、
同
日
に
衣
料
展
示
会
を
行
い
、
ご
家

族
と
一
緒
に
衣
類
を
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

24
日　

初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
う
り

ゅ
う
」
の
方
々
が
、2
階
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
が
あ
り
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
頂
き
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
り
、

ご
利
用
者
も
手
足
を
動
か
さ
れ
た
り
、
最
後

に
は
涙
を
流
さ
れ
た
り
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

Ｃ
a
ｆ
é
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド

10
月
28
日　
「
冬
物
衣
料
展
示
会
」。
た
く
さ

ん
の
衣
料
品
や
日
用
品
の
な
か
か
ら
、
好
み

の
も
の
を
買
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
は
「
フ
ロ
ア
別
家
族
懇
談
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
第
三
者
評
価
の
報
告
や
フ
ロ

10
月
31
日　

町
会
の
皆
様
と
東
京
消
防
庁
の

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、「
浴
風
会
総
合
防

災
訓
練
」
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
日
頃
の
防

災
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

13
日　

今
回
の
歩
こ
う
会
は
、
赤
坂
の
迎
賓

館
を
見
学
し
ま
し
た
。 

多
く
の
方
に
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
。

20
日　

高
井
戸
東
小
学
校
4
年
生
の
生
徒
さ

ん
が
来
園
さ
れ
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
た
交

流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　

 　
（
隈
本
）

浴風会の動き
　　      （11月）

浴
風
園　
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

１
日　

公
益
社
団
法
人
日
本
動
物
病
院
協
会

の
皆
様
が
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
来
園
さ
れ
ま
し
た
。
心
待
ち
に
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
、
今
回
も
様
々
な
芸
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
な
が
ら
皆
様
笑
顔
で

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

28
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
「
衣
料

品
展
示
会
」
開
催
。
秋
冬
物
を
中
心
に
、
皆

様
お
好
み
の
物
を
選
び
な
が
ら
買
い
物
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
付
添
の
職
員
に
相
談
し
な

が
ら
選
ば
れ
る
方
も
お
り
、
各
々
楽
し
み
な

が
ら
買
い
揃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。  

（
宮
﨑
）

ア
目
標
の
中
間
報
告
な
ど
を
行
い
、
ご
家
族

か
ら
も
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
今
後
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

 

（
丸
山
） 

2
日　

豊
島
区
受
託
事
業
「
豊
島
区
ケ
ア
マ

ネ
対
象
４
回
連
続
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
定

員
60
名
。講
師
：
渡
部
律
子
氏
、加
藤
充
良
氏
、

國
安
眞
理
氏
、谷
澤
隆
子
氏
（
職
員
）
服
部
。

気
な
活
動
の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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【
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

杉
並
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ケ
ア
24
高
井
戸　

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
４
９
５

【
病
院
事
業
】

浴
風
会
病
院

老
健
く
ぬ
ぎ　
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

★
入
所
・
デ
イ
ケ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利

用
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
１
︵
代
表
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
３
４
︵
入
所
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
４
︵
デ
イ
ケ
ア
︶

【
研
究･

研
修
他
】　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

　

年
末
年
始
は
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
ま

で
一
般
外
来
は
休
診
と
な
り
ま
す
。
感
染
症

が
流
行
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
の
感
染
予
防

の
為
に
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
と
う
が
い 

を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

 　
（
中
澤
）

２
～
３
日　

認
知
症
地
域
支
援
体
制
推
進
合

同
セ
ミ
ナ
ー
（
２
４
３
名
受
講
）

５
～
６
日　

認
知
症
三
昧
！
山
口
塾
（
72
名

受
講
）

５
～
９
日　

認
知
症
介
護
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
（
１
４
名
修
了
）

７
～
８
日　
　

第
10
回
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
研
修
（
福
岡
市
・
１
１
０
名
修
了
）

13
日　

ひ
も
と
き
研
修
実
践
者
コ
ー
ス
（
31

名
受
講
） 

19
日　

全
国
運
営
協
議
会
（
名
古
屋
市
）

26
日
～　

第
３
回
前
期
認
知
症
介
護
指
導
者

養
成
研
修
（
23
名
受
講
・
12
月
14
日
迄
）

29
～
30
日　

第
11
回
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
研
修
（
名
古
屋
市
・
修
了
者
数
次
号
報
告
）

＊
第
９
回
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
研
修
修

了
者
数
１
１
９
名　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
）

  （
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
）

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

★
見
学
申
し
込
み
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
質
問

や
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

◎
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
１
４
０　
　

 

11
月
に
な
る
と
、
手
芸
に
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
リ
ン
グ
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
成

が
始
ま
り
ま
す
。
糸
の
巻
き
方
に
コ
ツ
が
必

要
で
、
１
年
振
り
の
作
業
で
思
い
出
す
の
に

大
変
だ
っ
た
と
仰
る
方
も
い
ま
し
た
。
来
年

の
干
支
・
イ
ノ
シ
シ
の
チ
ャ
ー
ム
を
付
け
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
使
え
ま

す
。
杖
や
カ
バ
ン
に
付
け
た
り
、
ご
家
族
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
と
の
お
声
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
尾
滝
）

　

杉
並
区
で
は
、
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
と
し
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
あ

ん
し
ん
協
力
員
等
）
が
見
守
り
や
声
掛
け
を

す
る
た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
地
域
の

目
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
内
20
か
所
の
包

括
単
位
で
、
毎
月
、
連
絡
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
高
井
戸
で
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
を
知
ろ
う
！
と
い
う
こ
と
で
、
４
地

区
に
分
か
れ
、
地
域
の
事
業
所
の
協
力
の
も

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

22
日　
「
味
噌
作
り
」。
茹
で
た
大
豆
を
皆
様

に
潰
し
て
頂
き
、
塩
と
麹
を
混
ぜ
て
樽
に
詰

め
ま
し
た
。「
昔
は
作
っ
た
け
ど
、
最
近
は

も
う
作
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
味
噌
が
作
れ

る
な
ん
て
」
と
話
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
自
家
製
な
ら
で
は
の
味
に
な
る

よ
う
に
、
数
个
月
熟
成
さ
せ
ま
す
が
、
出
来

上
が
り
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

26
日　
「
餅
つ
き
」。
ひ
ま
わ
り
の
テ
ラ
ス
に

て
餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。「
よ
い
し
ょ
～
！
」

と
の
掛
け
声
や
手
拍
子
に
合
わ
せ
て
、
皆
で

お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
つ 
き
た
て
の
お
餅
に

あ
ん
こ
や
き
な
こ
を
絡
ま
せ
、
美
味
し
く
頂

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
村
下
）

◎
０
３
︱
３
３
３
２
︱
６
５
１
１
︵
代
表
︶

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

ケ
ア
24
高
井
戸

20
日　

2
階
入
所
フ
ロ
ア
で
「
焼

き
芋
会
」
を
実
施
。
ご
利
用
者
の

方
々
に
新
聞
紙
・
ア
ル
ミ
ホ
イ

ル
に
包
ん
で
い
た
だ
い
た
も
の
を
厨
房
で
焼

き
、
お
や
つ
の
時
間
に
提
供
し
ま
し
た
。
屋

外
で
の
野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
は
、
昔

な
が
ら
の
風
景
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
少
し
で

も
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

14
・
30
日　

演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
14
日
は
ギ
タ

第
三
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

６
日　
「
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京
」
へ
バ
ス

ハ
イ
ク
。
美
術
館
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ

て
お
り
、
車
い
す
を
使
用
す
る
ご
利
用
者
も

安
全
に
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
美
術
館
の
中
に
あ
る
図
書
室
で
は
、

絵
本
や
写
真
集
な
ど
を
み
て
、「
素
敵
ね
。

懐
か
し
い
わ
ね
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

20
日 　
「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
へ
バ
ス

ハ
イ
ク
。
小
金
井
公
園
の
オ
レ
ン
ジ
色
に
染

ま
っ
た
木
々
を
み
て
紅
葉
を
楽
し
ま
れ
、
た

て
も
の
園
で
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
昭

和
の
懐
か
し
い
街
並
み
や
、
茅
葺
き
の
民

家
や
か
ま
ど
を
み
て
「
昔
の

私
の
う
ち
は
こ
う
だ
っ
た
わ
。

あ
な
た
は
若
い
か
ら
知
ら
な

い
わ
よ
ね
。」
な
ど
と
ス
タ
ッ

フ
と
の
会
話
が
弾
ん
で
い
ま

し
た
。
２
日
間
で
37
名
の
ご

利
用
者
が
秋
の
小
旅
行
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

    

（
谷
口
）

と
マ
ッ
プ
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
等
を
盛
り
込
ん
だ

ス
テ
キ
な
マ
ッ
プ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
で
暮
ら
し
て
い
な
が
ら
、
歩
い
て
み
て

初
め
て
知
る
発
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今

後
は
、
そ
の
地
図
を
ど
う
活
用
し
て
行
こ
う

か
？
と
思
案
中
で
す
。

今
後
も
、
お
互
い
に
自
分
の
住
む
地
域
の

人
や
モ
ノ
に
関
心
を
持
ち
、
“
お
互
い
さ

ま
”
と
い
う
気
持
ち
が
広
が
る
地
域
づ
く

り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

 　
（
尾
関
）

ー
演
奏
、
30
日
は
定
例
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
で

し
た
。
ご
利
用
者
も
毎
回
の
演
奏
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
杉
並
区
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
新
規
開
設
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

く
ぬ
ぎ
を
利
用
し
な
が
ら
待
機
さ
れ
て
い
た

方
々
も
入
所
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
関
係
も
あ

り
、
比
較
的
早
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
状
況

で
す
。
医
療
機
関
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や
寒

い
時
期
の
一
時
的
な
ご
利
用
な
ど
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
森
屋
）

し
た
。

26
日　

杉
並
区
保
健
福
祉
部
管
理
課
、
及
び

防
災
課
か
ら
4
名
の
ご
出
席
の
下
「
福
祉
救

援
所
立
ち
上
げ
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
は
角
笛
幼
稚
園
の
園
児
の
訪
問
が
あ

り
、
素
敵
な
歌
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

（
山
崎
）
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社会福祉法人　浴　 風 　会　（総合老人福祉施設） 平成 30 年 12 月１日発行第 404 号

 浴風会病院　診療案内　⑱

 お問合せ　浴風会病院　０３- ３３３２- ６５１１（代表）

事務局長　君島　淳二

 浴風会病院の今後　

当院には入院病床が２５０床ありますが、そのうち１００床は平成２７年７月より「地域
包括ケア病床」として届出ています。これは在宅への生活復帰支援を行う病床、ということ
です。患者様の生活する能力を最大限活用するにはどうしたらよいかを専門家たちが集まっ
て考え、在宅での生活を前提にサポートするということです。これを「ときどき入院、ほぼ
在宅」という標語にして、今、日本全国でその取り組みが盛んに行われています。ときどき
入院ということは、病院が治療する場所から、サポートを繰り返し行い健康づくりのお手伝
いする機能をもった場所へと変貌してきていることの証（あかし）です。

平成２８年度の杉並区が行った高齢者実態調査によると、「今後やってみたいこ
とはなにか」という問いかけに、1 位は 5 割を超えて「健康づくり」と回答して
います。2 位が趣味やサークル活動です。ところが、4 割以上の方が「特にない」
と答えていて 3 位に入っています。１０年前の同じ調査では 1 割にも満たなかった
のに約 4 倍に増えています。やりたいことが見つからず不活発な生活を続けて虚弱な状態（こ
れをフレイユと言います。）になっているのではないかと、地域の皆様のことが気になります。

やりたいことが特にないと答えた方はぜひ当院で健康診断を受けていただき、ご自身の健
康に関心を持つことをお勧めします。検査の結果が良好ならば、なにかやってみようかとい
う気持ちになります。そして、少し気になるところが見つかったなら、ぜひ、当院を受診し、
専門家のサポートを受けてください。ご自身のからだを知ることは安心につながり明日への
活力を生みます。「ほぼ在宅」という地域の皆様の期待に、私共スタッフは応えてまいりた
いと思っています。

平成２９年４月より「浴風会病院診療案内」と題し、院長をはじめと
する医師、スタッフがリレー方式で担当科の紹介などを１８回にわたり
掲載してまいりましたが、今回をもってひとまず終了とさせていただき
ます。これまでお読みいただきました読者の皆様に御礼申し上げます。 

平
成
30
年
10
月
16
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
11
月
15
日

  

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を

　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
金
品
・
物
品
﹀

林
　
泰
様
、
宮
沢
　
郁
子
様
、

学
校
法
人
古
屋
学
園
様
、株
式
会
社
中
村
屋
様
、

霊
友
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
様

●
ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

 　

当
会
前
会
長
で
名
誉
会
長
山
下
眞
臣
氏
に

は
、去
る
11
月
26
日
、病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、

91
歳
に
て
ご
逝
去
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

15
年
7
月
か
ら
27
年
5
月
ま
で
会
長
に
、
27

年
9
月
か
ら
名
誉
会
長
に
就
任
さ
れ
、
15
年

の
長
き
に
わ
た
り
当
会
発
展
の
た
め
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

当
会
会
長
の
近
藤
純
五
郎
氏
に
は
、
去
る

11
月
20
日
、
75
歳
に
て
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
11
月
か
ら
当
会
評
議
員
に
就
任
、

22
年
7
月
理
事
に
、
27
年
6
月
か
ら
会
長
に

就
任
さ
れ
、
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
当
会
発

展
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
訃
報

︻
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︼

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
http://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/


